















ビを見ながらマルチタスクをしている割合が，10 人中 7 人にまで増えたことを報告した。
　日本で行われた調査においても，同様の傾向が確認されている。中野（2010）は，2007




には 3 つ以上のメディア利用も含まれており，およそ 4 分の 1 の回答者が 3 つ以上のメ
ディアを同時に使用していた。
　ニールセン株式会社（本社：東京都渋谷区，代表取締役社長兼 COO：武智清訓）は
2013 年，15 歳以上の 3,102 名の男女を対象に行った調査結果を発表している。それによ
れば，複数デバイスの保有者のうち 61％がデバイスの同時利用を経験していた。男女間







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































互作用が確認されていない（Kazakovaetal.2016 の第 1 実験 ;VanCauwenbergeetal.
2014 の実験 1）。JeongandHwang（2016）はこの点を課題としている。また Segijn,
VoorveldandSmit（2017）は，研究の結果が一致していない理由として，関連性概念が
統一されておらず，それぞれの概念に排他性が認められていないためだと述べている。そ
して先行研究に見られる 3 つの関連性のタイプを示している。1 つ目の関連性は「マルチ
―42―
























































































































































　DuffandSar（2015）の実験 1 では AHS（Analystic-HolismScale）尺度 24 項目（Choi,
KooandChoi2007）の回答を用いて，実験協力者が包括的か分析的か，いずれの処理方
法を採用したかを確認したが，実験 2 では実験参加者の気分を誘導することで情報処理方
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4．マルチメディアタスク研究の課題と問題点

































































Smit（2017）の第 1 実験では，PC 画面を二分割あるいは四分割し，スプリット・スクリー
ンで異なるタスクを課すことでマルチメディアタスキングを再現している。日常生活での
マルチメディアタスキング状態とは乖離しているが，こうした方法の妥当性を確認するた
め Segijn,VoorveldandSmit（2017）の第 2 実験では，他の条件を変えずにタブレットを
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